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マニュアルの変更履歴

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

リリース改訂の詳細

21.24より前初版

機能説明
Gxエイリアス拡張機能は、単一のGxエイリアスルール名を使用して、事前定義ルールのセッ
トを複数インストールする手法です。このルール名は PCRFから取得され、PCEFに対して透
過的です。PCRFは、各ルールに名前を付けることでそのルールをアクティブ化または非アク
ティブ化します。

この機能は、デフォルトベアラーにのみインストールされるルールに適用されます。多数の

ルールを正常にインストールするには、[ACS Configuration]モードで no policy-control
update-default-bearer CLIコマンドを設定するか、[ACS Rulebase Configuration]モードで no
tft-notify-ue-def-bearer CLIコマンドを設定して、rulebaseごとに実装する必要があります。
[Gx-alias Group of Ruledef (GoR)]で定義されているすべての ruledefは、セッションに適用され
るように rulebaseでも定義する必要があります。

Gxエイリアスの機能拡張
1



機能の仕組み
CPはGxエイリアスのGoRを拡張し、PDR IDをこれらのインストール済みのルールに割り当
て、ベンダー固有の TLVで情報を伝送します。この情報の一部として、開始 PDR IDと終了
PDR IDを含む Gxエイリアス名が UPに送信されます。UPは、この新しい TLVを受信した
後、Gxエイリアスを ruledefに展開し、UPの設定に準拠した順序で対応する PDR IDをマッピ
ングします。

Gxエイリアス拡張機能の機能/動作は次のとおりです。

• CP、UPともに、Gxエイリアス GoRの内容および順序は、設定の更新の前後でまったく
同じです。

• GxエイリアスGoRへの新しい ruledefの追加は、新しいセッションにのみ適用されます。
既存のセッションで処理されるのは、GxエイリアスGoRからの ruledefの削除のみです。

• Gxエイリアスが ruledefにマッピングされている場合、UPの事前定義ルール機能は効果
がありません。つまり、URR-ID/課金は、使用されている Gxエイリアスに対して透過的
です。

注：

•設定可能な GoRの上限：64

• GoRあたりのルールの最大数：512

•デフォルトベアラーあたりのルールの最大数：2048

Gxエイリアスの IEフォーマット

次の表に、Gxエイリアス機能の IEフォーマットとエンコーディングに関する情報を示しま
す。

ビット

12345678オク

テット

タイプ = 246（10進数）1～ 2

長さ n [最小 = 7、最大 = 69 {5+ACSCTRL_GRP_OF_RDEFS_NAMELEN (64)}]3～ 4

フラグ（GoRルールの追加/削除）

例：GoRにルールを追加する場合は「1」、削除する場合は「0」

5

開始 PDR ID6～ 7

終了 PDR ID8～ 9

Gxエイリアス GoR名（最小サイズ = 2、最大サイズ = 64）10～
n+4
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PFCP_IE_GX_ALIAS：Gxエイリアス GoR名、開始および終了 PDR ID、および Sxセッショ
ン確立/変更要求メッセージ中にコントロールプレーンからユーザープレーンに実行する操作
を伝達する IE。

通話フロー

ここでは、Gxエイリアス拡張コールフローについて説明します。

説明ステップ

S-GWが SAEGW-PGW-Cに S5/S8 SGW-U FEIDを含むセッション作成要求を
送信します。

1

SAEGWは、PCRFとの Gx通信 CCR-Iを実行します。

CUPS SAEGWの Pure-Pコール中に、SAEGW-PGW-Cは次の処理を実行しま
す。

• Gxインタラクション後、PCRFとの Gx通信（CCR-Iおよび CCA-I）を実
行する。

• IPプール（APNに関連付けられた IPプール）が設定されたユーザープ
レーンプロファイルに基づいて、ユーザープレーンの選択を実行する。

• IPv6/IPv4v6 PDNの RA/RSに必要な GTP-Uセッションを確立する。

•選択したユーザープレーンとの Sxabインタラクションを実行する。

2
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説明ステップ

PCRFは、SAEGWとの Gx通信 CCA-Iを実行します。

Sx確立要求セッションには、次の情報が含まれます。

•アップリンクおよびダウンリンクデータパスの GoR/GoRアクショ
ン/FAR/URR情報：ダイナミック/事前定義/静的ルール。

•また、コントロールプレーンは、P-GW入力（PDRS5/S8PGW-UF-TEID）
にF-TEIDを割り当てるようユーザープレーンに要求します。Gxエイリア
ス GoRでは、ruledefは、Day-0設定の一部であるコントロールプレーン
とユーザープレーンで同じ順序内にある必要があります。新しく設定され

たルールは、シスコ固有のコントロールプレーンおよびユーザープレーン

のノードペアである新しいセッションにのみ適用されます。

3

SAEGWは、ユーザープレーンとの Sxセッション確立要求（Sxb）を確立しま
す。

Gxエイリアスの新しい IEフォーマットである PFCP_IE_GX_ALIASは、次の
アクションを実行します。

• Gxエイリアス GoR（Group-of-Ruledef）名の通信

•開始/終了 PDR ID

• Sxセッションの確立/変更要求メッセージ中の、コントロールプレーンか
らユーザープレーンに対する操作

4

ユーザープレーンは、Sxセッション確立応答の一部として「P-GWingressPDR
S5/S8-U PGW F-TIED」情報を提供し、SAEGW-PGW-Cとの Sxセッション確
立応答（Sxb）を確立します。

5

Sxセッション確立応答を受信すると、SAEGW-PGW-Cは「S5/S8-U PGW
F-TEID」を含むセッション作成応答を S-GWに送信します。

6

制限事項

この機能には次の既知の制限事項があります。

• IE処理は、シスコがサポートするコントロールプレーンとユーザープレーンのノード間で
のみ適用されます。GxエイリアスGoRで設定された ruledefはすべて、デフォルトのベア
ラーにのみバインドされます。

•リカバリ時間の超過を回避するために、セッションリカバリ時には 8つの GoRのみリカ
バリされます。設定する GoRの推奨最大数は 8です。

• 2,048個のルールを使用すると、セッションのスケーリングに影響が出る可能性がありま
す。デフォルトベアラーごとのルールの推奨最大数は 1,000です。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


